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高知県では全国より先行して過疎化や高齢化

が進んでおり、人口減少率と高齢化率は、とも

に全国第 3 位となっています。(表 1，図 1) 

 

 

 

特に、中山間地域では、その傾向が顕著で、

担い手不足による産業活動や集落全体の活力

が衰退しており、積極的な対策が求められて

います。(図 2) 

  調査の背景 １ 

  調査の目的 ２ 

※中山間地域：  
高知県では、山間地及びその周辺の地域等地理的及び経済的に不

利な地域として、地域振興に関する５つの法律（過疎地域自立促進特別

措置法、山村振興法、離島振興法、半島振興法、特定農山村における

農林業等の活性化のための基盤整備の促進に関する法律）の規定範囲

としている。 

  調査の内容 ３ 

(S35) 

(S35) 

(H22) 

(H22) 

高知県では、昭和３５年から５年ごとに国勢

調査を基にした、「集落データ調査」を行ってき

ました。 

今回、過疎化や高齢化が進行する中山間地域

の集落を中心に、くらしや産業の実情、住民の

皆様の思いを知り、中山間地域で望まれている

施策の展開につなげるため、新たに集落代表者

への聞き取り調査や、個人へのアンケート調査

による「集落実態調査」を併せて実施しました。 

表 1- 高知県の人口減少率と高齢化率の全国順位 （国勢調査） 

図 1- 高知県の人口と高齢化率の推移 （国勢調査） 

図 2- 高知県と中山間地域の人口の推移（昭和 35 年との比較） 

（集落データ調査） 

集落実態調査 

②集落代表者聞き取り調査 
〈訪問による聞き取り調査〉 

■調査箇所：１,３５９集落 

■対象：地区長等の代表者 
■実施期間：平成２３年８月 

～平成２４年１月 
■調査方法： 

・調査員の訪問（面会）に

よる聞き取り（県及び市

町村職員の同行有り） 

■調査項目：64 項目 

      漁業 11 項目 

③世帯アンケート調査 
〈個人の記述による調査〉 

■調査箇所：１０９集落 

■対象：集落在住の２０歳以上の方 

■配布数：２,６０７世帯 

（個人５,４７６人） 

■調査方法： 

・配布は、集落代表者等の協力によ

る個別配布 

・回収は、代表者等による回収又は

郵送回収 

■調査項目：世帯主 11 項目 

個  人 33 項目 

中山間地域を中心とした、おおよそ５０世帯未満の集落を対象に実施 

（主な内容：集落活動、生活（生活環境、安全・安心）、産業） 

集落データ調査 

① 集落データ調査 
〈H22 国調結果の数値分析〉 

■調査対象数：2,537 集落 

■データ内容 

・県及び市町村の人口、高

齢化率の推移 

・集落数の推移 

・世帯規模、人口増減、世

帯数増減、高齢化率から

みた集落の推移 

※昭和 35 年から 5 年毎に定

期的に調査 

市町村別、集落別の人口、世

帯数等の数値分析 

１ 

従来からの調査 今回新たに行った調査 

順位 都道府県
平成17年から22年で
の人口減少率（％）

順位 都道府県
平成22年の
高齢化率（％）

1 秋田県 -5.19 1 秋田県 29.6

2 青森県 -4.41 2 島根県 29.1

3 高知県 -4.00 3 高知県 28.8
- 全国 0.23 - 全国 23.0



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①今のま

ま、維持で

きる

949

27.6%

②維持でき

ない

923

26.8%

③わから

ない

1,381

40.1%

無回答

190

5.5%

(n=3,443 人)

①ほとんど参加

する

1,494

43.4%

②時々参加する

654

19.0%

③ほとんど参加

しない

387

11.2%

④昔は参加した

が今は参加して

いない

391

11.4%

⑤一度も参加し

たことがない

213

6.2%

⑥清掃活動等の

共同作業が行わ

れていない

12

0.3%

無回答

292

8.5%

(n=3,443 人)

86

110

171

193

215

(21.2%)

(27.1%)

(42.1%)

(47.5%)

(53.0%)

0 100 200 300

用水路の清掃

集会所、広場等の維持管理

神社、仏閣、墓地の維持管理

神社の祭り

集落で管理する道路の草刈

(n=406 集落)

748

952

1,096

1,099

1,110

(55.0%)

(70.1%)

(80.6%)

(80.9%)

(81.7%)

0 1,000 2,000

用水路の清掃

集会所、広場等の維持管理

神社の祭り

神社、仏閣、墓地の維持管理

集落で管理する道路の草刈

(n=1,359 集落)

①いる

860

63.3%

②いない

297

21.9%

③把握してい

ない

202

14.9%

(n=1,359 集落)

①いる

1,011

74.4%

②いない

348

25.6%

(n=1,359 集落)

①開催してい

る

1,247

91.8%

②開催してい

ない

92

6.8%

③その他

20

1.5%

(n=1,359 集落)

①増える

24

1.8%

②変わらない

946

69.6%

③減る

274

20.2%

④開催できな

い

88

6.5%

⑤わからない

27

2.0%

(n=1,359 集落)

  調査の結果 ※全 1１９問のうち、主なものを以下に紹介します。 ４ 

（１）集落活動 

地区会（話し合い）の状況 

集落の地域活動、作業、行事の状況 

集落代表者聞き取り調査 

集落の地区会（話し合い）は、 

91.8％の集落で、 

「開催している」と回答してい

ます。 

活動している共同作業は、 

◆集落で管理する道路の草刈り81.7％ 

◆神社、仏閣、墓地の維持管理80.9％ 

世話役（リーダー）の存在 

世話役（リーダー）の有無は、 

74.4％の集落で 

「いる」と回答しています。 

住民の共同作業への参加状況 

住民の共同作業への参加は、 

62.4％の方が、 

「参加する」と回答しています。 

２ 

集落代表者聞き取り調査 

集落代表者聞き取り調査 

世帯アンケート調査 

■世話役(リーダー)の有無 ■世話役の後継者の有無 

■地区会の
開催状況 

■今後の「地
区会」の開
催頻度 

■共同作業への参加 ■今後の集落活動 
の維持 

■活動している共同作業（上位５位） ■困難になると思う共同作業（上位５位） 

複数回答 複数回答 

（現在） （10 年後） 

今後(10 年後)の開催頻度については、 

69.6％の集落で、 

「変わらない」と回答しています。 

（現在） 

世話役の後継者については、 

63.3％の集落で、 

「いる」と回答しています。 

 

（今後） 

今後、困難になる活動は、 

◆集落で管理する道路の草刈り53.0％ 

◆神社の祭り 47.5％と回答しています。 

 

（現在の活動） （今後、困難）※４０６集落が回答 

今後の集落の共同作業の維持に

ついては、 

66.9％の方が、 

「維持できない」「わからない」 

と回答しています。 

（現在） （今後） 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①受け入れ

たい

937

68.9%

②受け入れ

たくない

129

9.5%

③わから

ない

293

21.6%

(n=1,359 集落)

158

299

369

242

162

374

419

595

(11.6%)

(22.0%)

(27.2%)

(17.8%)

(11.9%)

(27.5%)

(30.8%)

(43.8%)

0 200 400 600 800

⑧その他

⑦わからない

⑥リーダーの存在

⑤活動のための資金、

場所、設備など

④専門家の支援

（知識、助言等）

③集落内外の若者の力

②近隣の集落などの協力

①住民のやる気、意欲

(n=1,359 集落)

125

55

821

165

11

182

(9.2%)

(4.0%)

(60.4%)

(12.1%)

(0.8%)

(13.4%)

0 200 400 600 800 1,000

⑥その他

⑤わからない

④取り組みたいとは思わない

③これから取り組みたい

②すでに取り組んでおり、今後、

この他にも取り組みたい

①既に取り組んでいる

(n=1,359 集落)

317

254

243

182

277

480

282

(23.3%)

(18.7%)

(17.9%)

(13.4%)

(20.4%)

(35.3%)

(20.8%)

0 200 400 600

⑦その他

⑥わからない

⑤農業の共同化の取り組み

④移住を促進する取り組み

③イベント行事など人

との交流の取り組み

②近隣の集落と連

携する取り組み

①集落の資源（産品や観

光）を生かし、集落に

収益が入る取り組み

(n=1,359 集落)

18

291

81

72

867

30

(1.3%)

(21.4%)

(6.0%)

(5.3%)

(63.8%)

(2.2%)

0 200 400 600 800 1,000

⑥わからない

⑤このまま変わらない

④集落が消滅している

恐れがあると思う

③集落内の一部の地域（小集落）

が消滅していると思う

②集落全体が衰退していると思う

①今より活性化していると思う

(n=1,359 集落)

集落代表者聞き取り調査 集落の将来 集落代表者聞き取り調査 

集落の10年後について、 

◆衰退している 63.8％ 

◆消滅していると思う 5.3％ 

◆消滅している恐れがある 6.0％ 

と回答しています。 

◆衰退や消滅の主な理由 

・高齢化が進む 

・人口や世帯が減少する 

・若者や後継者がいない

（少ない）流出する 

（10 年後） ◆活性化の主な理由 

・若い世代がいる、人が

増える可能性がある。 

都市住民との交流イベントや特産づくり 集落代表者聞き取り調査 

都市住民との「交流イベ

ント」や「特産品づくり」に

ついて、 

13.4％の集落で、 

「既に取組んでいる」と

回答しています。 

 

◆既に取り組んでいる内容 
・農作物の栽培、販売等 

・イベント、体験ツアー など 

◆これから取り組みたい内容 

・農作物の栽培、販売等 

・特産品開発、販売 

・イベント、体験ツアー など 

複数回答 

集落代表者 
聞き取り調査 

集落の活性化の

取り組みに必要

なことは、 

43.8％ 
の集落で、 

「住民のやる気、

意欲」と回答して

います。 

 

集落の活性化に必要なこと 
複数回答 

集落を活性化

する取り組み

は、 

35.3％ 
の集落で、 

「近隣の集落と

連携する取り組

み」と回答して

います。 

 

集落を活性化するための取り組み 
集落代表者 

聞き取り調査 
複数回答 

集落代表者聞き取り調査 

Ｉターン移住者の「受け入れ」に

ついて、 

68.9％の集落で、 

「受け入れたい」と回答して

います。 

Ｉターン移住者の受け入れ 

◆受け入れたい主な理由 
・地域や集落の活性化のため 

・人口や世帯が減少しているため 

・空家を有効に活用するため 

◆受け入れに必要と思う主な支援 

・安心して空家を貸すことのでき

るルールづくりへの支援 

・空家を活用する支援（修繕等） 

※Ｉターン移住者：本調査では県内外を

問わず、集落外から移り住んだ方を対

象としています。 

（移住への受け入れ意向） 

集落代表者聞き取り調査 

３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

399

257

225

371

運転している, 1,095

607

110

59

57

運転していない

81

0 500 1,000 1,500

75歳以上

70～74歳

65～69歳

60～64歳

20～50歳代 人 6.9％

人 13.3％

人 20.8％

人 30.0％

人 60.3％

1,176人

428人

367人

284人

1,006人

(n=3,261 人)

①既に活用

しており、

これからも

利用したい

652

18.9%
②今は活用

していない

が、通信環

境が整備さ

れるなら、

利用したい

491

14.3%

③利用した

いとは思わ

ない

1,448

42.1%

④わから

ない

602

17.5%

無回答

250

7.3%

(n=3,443 人)

25

699

23

88

337

72

373

(1.8%)

(51.4%)

(1.7%)

(6.5%)

(24.8%)

(5.3%)

(27.4%)

0 500 1,000

⑦わからない

⑥特になし

⑤その他

④インターネット

③携帯電話

②テレビ

①ラジオ

(n=1,359 集落)

①特になし

483

35.5%

②困ってい

ること、課

題がある

858

63.1%

③わから

ない

18

1.3%

(n=1,359 集落)
4

131

24

673

422

655

343

1,145

189

(0.3%)

(9.6%)

(1.8%)

(49.5%)

(31.1%)

(48.2%)

(25.2%)

(84.3%)

(13.9%)

0 500 1,000 1,500

⑨わからない

⑧その他

⑦通信販売

⑥近親者に買っ

てきてもらう

⑤宅配サービス業者

（生協等を含む）

④移動販売

③市町村外の商店

②市町村内の商店

①集落内の商店

(n=1,359 集落)

行政が管理

する水道

801

58.9%

集落や個人

等で管理す

る水道（併

用含む）

556

40.9%

わからない

2

0.1%

(n=1,359 集落)

91

106

228

112

179

293

109

(16.4%)

(19.1%)

(41.0%)

(20.1%)

(32.2%)

(52.7%)

(19.6%)

0 100 200 300 400

⑦その他

⑥特に課題はない

⑤高齢化等による

管理人員の不足

④施設維持の費用

③水源の枯渇

②施設の維持管理

（作業量、手間）

①施設の老朽化

(n=556 集落)

（２）生活（生活環境、安全・安心） 

飲料水の確保 

移動手段（実態） 

集落代表者聞き取り調査 

車やバイクの運転について、 

年代別にみると、 

75 歳以上の方のうち、 

60.3％の方が、 

「自分で運転していない」と

回答しています。 

 

生活用品の確保 

生活用品の確保については、 

84.3％の集落で、 

「市町村内の商店」と回答し

ています。 

今後の課題については、 

63.1％の集落で、 

「困っている、課題がある」と回

答しています。 

集落代表者聞き取り調査 

世帯アンケート調査 

インターネットの活用 世帯アンケート調査 受信状態の悪い情報通信手段 集落代表者 
聞き取り調査 

受信状態の悪い

通信情報手段は、 

◆ラジオ 

27.4％ 
◆携帯電話 

24.8％ 
と回答していま

す。 

４ 

飲料水の確保につ

いて、 

40.9％ 

の集落で、 

集落や個人等で管

理する施設（併用含

む）を使用していま

す。 

 

飲料水を確保するた

めの課題は、 

◆施設の維持管理 

（作業量、手間）  

52.7％ 

◆高齢化等による 

管理人員の不足  

41.0％ 
と回答しています。 

◆主な課題 

・移動手段がない、少ない 

・近所に店舗がない、少ない 

◆60 歳以上の方のうち、 

「運転していない人」は、 

40.0％（833 人/2,085 人） 

インターネットの活用状

況は、 

42.1％の方が、 

「利用したいとは思わ

ない」と回答していま

す。 

複数回答 

複数回答 

複数回答 

（現在の確保方法） （今後の課題） 

◆利用したいと思わな

い方の年代の多くが

60 歳以上の方 

「運転していない

人」は、 

40.1 ％



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

583

640

331

400

424

482

(42.9%)

(47.1%)

(24.4%)

(29.4%)

(31.2%)

(35.5%)

0 500 1,000

緊急搬送の支援体制

孤立した場合の物資

の緊急搬送体制

非常用の電源の確保

避難場所の設備充実（暑さ

・寒さ対策、トイレの改善、

燃料などの備蓄など）

水、食料などの備蓄品

発動発電機など非常用電源

(n=1,359 集落)

595

613

660

741

1,347

(17.3%)

(17.8%)

(19.2%)

(21.5%)

(39.1%)

0 500 1,000 1,500

避難時の持ち出し

備品の備え

食料等の備蓄

避難訓練への参加

難路・避難場所

の転倒対策

特にしていない

(n=3,443 人)

562

440

608

1,114

1,122

1,258

(16.3%)

(12.8%)

(17.7%)

(32.4%)

(32.6%)

(36.5%)

0 500 1,000 1,500

特にない

役場や警察、消防署

など行政機関が遠い

車や公共交通などの

移動手段がない、

または不便である

病院や診療所がない、

または遠い

野生鳥獣による被害

（農産物等、人的被害）

食料品や日用品の

商店が近くにない

(n=3,443 人)

124

74

181

373

943

621

(9.1%)

(5.4%)

(13.3%)

(27.4%)

(69.4%)

(45.7%)

0 500 1,000 1,500

⑥その他

⑤わからない

④生活のこと

③将来のこと

②健康面のこと

①経済的なこと

(n=1,359 集落)

529 

32 

93 

117 

287 

649 

80 

137 

121 

306 

5 

815 

102 

221 

169 

320 

3 

517 

49 

121 

126 

220 

1 

622 

93 

224 

142 

162 

1 

311 

13 

36 

62 

193 

7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20～30代

40～50代

60代

70歳以上

年齢不明

現状で満足 月1～5万円程度 月5～10万円程度

月10～15万円程度 月15万円以上 無回答

(n=3,443 人)

43

106

794

134

63

57

303

(3.2%)

(7.8%)

(58.4%)

(9.9%)

(4.6%)

(4.2%)

(22.3%)

0 500 1,000

⑦わからない

⑥その他

⑤課題はない

④必要性は感じているが、

どうしていいかわからない

③集落のつながりが薄く、

あまり積極的ではない

②見守り活動の内容を集落で

話し合えない

①見守りできる人が少なくて、

十分な活動ができない

(n=1,359 集落)

①頻繁に

行っている

448

33.0%

②たまに

行っている

134

9.9%

③行ってい

ない

748

55.0%

④わから

ない

29

2.1%

(n=1,359 集落)

集落代表者聞き取り調査 見守り活動 

経済的な満足（必要な生活費） 

集落代表者聞き取り調査 

集落の見守り活動については、 

42.9％の集落で、 

「行っている」と回答しています。 

 

見守り活動の課題については、 

22.3%の集落で、 

「人が少なく、十分活動できない」

と回答しています。 

あと、どの程度の生活費があれば良いか

について、 

全体では、 

「月 5～10万円程度必要」との回答が

最も多くなっています。 

 

年代別にみると、 

「40～50代」で、 

「月 15万円以上必要」との回答が多

くなっています。 

 

日々の暮らしの困りごとや不安 

日頃の生活で、不

安に感じている

ことは、 

69.4％ 
の集落で、 

「健康面のこと」

と回答していま

す。 

世帯アンケート調査 

世帯アンケート調査 

日頃、生活で不安に感じていること 集落代表者 
聞き取り調査 

日々の困りごと

や不安について

は、 

36.5％ 
の方が、 

「食料品や日用

品の商店が近く

にない」と回答し

ています。 

自主防災活動に必要なこと 

地震等への対

策について、 

39.1％ 
の方が、 

「特に何もして

いない」と回答

しています。 

地震等へ備えた対策 集落代表者 
聞き取り調査 

自主防災活動

に必要なこと

について、 

「孤立した場合

の物資の緊急搬

送体制」や 

「緊急搬送の

支援体制」など

があげられて

います。 

世帯アンケート調査 

５ 

■見守り活動の課題 ■見守り活動の実施 

【資機材】 

【周辺環境】 

【支援体制】 

複数回答 

複数回答 複数回答 

複数回答 複数回答 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①増えた

637

72.1%

②変わら

ない

197

22.3%

③減った

35

4.0%

④わから

ない

14

1.6%

(n=883 集落)

①ない

452

33.3%

②ある

883

65.0%

③わから

ない

24

1.8%

(n=1,359 集落)

①存在する

311

22.9%

②存在

しない

730

53.7%

③わから

ない

318

23.4%

(n=1,359 集落)

224

187

190

78

686

141

(16.5%)

(13.8%)

(14.0%)

(5.7%)

(50.5%)

(10.4%)

0 500 1,000

⑥その他

⑤わからない

④資金の援助

③助言（アドバイス）

②担い手（人材）の確保

①地域資源の活用

(n=1,359 集落)

①ある

379

27.9%

②思いつか

ない

980

72.1%

(n=1,359 集落)

（３）産業 

集落の主要産業 

耕作放棄地 

集落代表者聞き取り調査 

集落に最も人が住んでいた

時期の主要産業は、 

79.8％の集落で、

「農業」と回答しています。 

 

現在の主要産業も、 

60.8％の集落で、

「農業」と回答しています。 

 

集落の主となる産業の後継

者について、 

53.7％の集落で、

「存在しない」と回答して

います。 

耕作放棄地について 

65.0％の集落で、

「ある」と回答しています。 

 

これらの、耕作放棄地が「あ

る」と答えた集落のうち、 

72.1％の集落で、 

耕作放棄地が「増えた」と

回答しています。 

 

今後、産業の振興につながる資源 

今後の産業振興につながる資

源の有無については、 

27.9％の集落で、 

「ある」と回答しています。 

 

今後、産業振興に必要なもの

としては、 

50.5%の集落で、 

「担い手（人材）の確保」と回

答しています。 

集落代表者聞き取り調査 

６ 

集落代表者聞き取り調査 

◆主な産業（昭和 20 年代～30 年代） 

・農   業 1,084 件（79.8％） 

・林   業   720 件（53.0％） 

・水 産 業     62 件（ 4.6％） 
（n=1,359 集落） 

 

◆主な産業（現在） 

・農   業 826 件（60.8％） 

・会社務め等 184 件（13.5％） 

・林   業   90 件（ 6.6％） 
（n=1,359 集落） 

 

■主要産業の後継者の有無 

◆産業振興につながる主な資源 

・食べ物（米、柚子、ナス、生姜など） 

・自然（山、川、海、水など） 

・観光（四国 88 箇所巡りなど） 

◆耕作放棄地解消へ向けた主な取り組み 

・農作物の生産  ・草刈り ・農地の賃貸 など 

■耕作放棄地の有無 ■耕作放棄地の増減 

■産業振興につながる資源 ■産業振興に必要なもの 複数回答 

（最も人が住んでいた時期） 

（現在） 

複数回答 

複数回答 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ある

1,281

94.3%

②ない

71

5.2%

③わから

ない

7

0.5%

(n=1,359 集落)

1 

11 

7 

1 

6 

3 

3 

2 

(4.3%)

(47.8%)

(30.4%)

(4.3%)

(26.1%)

(13.0%)

(13.0%)

(8.7%)

0 5 10 15 20

⑧わからない

⑦今後漁業後継者を

増やすのは難しい

⑥その他

⑤集落の生活環境や

アクセス道路等の改修

④UIターン者の積極的な

受け入れと、その支援

③漁船の取得支援

②漁業技術習得までの

生活費の支援

①漁業技術習得までの

技術研修の支援

(n=23 集落)

①いる

14 

60.9%

②いない

8 

34.8%

③わから

ない

1 

4.3%

(n=23 集落)

①多く見か

ける

626

46.1%
②一部見か

ける

317

23.3%

③見かけ

ない

319

23.5%

④わから

ない

97

7.1%

(n=1,359 集落)

50

340

571

81

200

112

(3.9%)

(26.5%)

(44.6%)

(6.3%)

(15.6%)

(8.7%)

0 500 1,000

⑥その他

⑤取り組みなし

④個別に取り組み

③地域ぐるみでのワナの捕獲

②地域ぐるみでの柵の設置

①対策についての話し合い

(n=1,281 集落)

①すべて自家で管理し、

山林作業も自家で行って

いる

334

31.6%

②すべて自家で管理して

いるが、山林作業は他者

に依頼している

168

15.9%
③一部の山林（例えば植

林）のみ、管理や山林作

業を他者に任せている

36

3.4%

④管理も山林作業も、す

べて他者に任せている

28

2.7%

⑤特に何もしていない

450

42.6%

⑥その他

15

1.4%

無回答

25

2.4%

(n=1,053 人)

手入されていない山林 

野生鳥獣による被害 

集落代表者聞き取り調査 

手入れがされていない山

林について、 

69.4％の集落で、 

「見かける」と回答して

います。 

これらの、「見かける」と

回答した集落のうち、手

入がされない理由につい

て、 

75.1％の集落で、 

「財産としての価値がな

い」と回答しています。 

鳥獣による農林被害について、 

94.3％の集落で、 

「ある」と回答しています。 

 

また、地域ぐるみで取り組んで

いる鳥獣害対策としては、 

◆個別の取り組み  44.6％ 

◆取り組みなし    26.5％ 

◆地域ぐるみでの柵 15.6％ 

と回答しています。 

 

 

集落代表者聞き取り調査 

７ 

漁業後継者の有無 集落代表者聞き取り調査 

■後継者を増やす取り組み 

■手入れがされていない 
山林の有無 

■漁業後継者の有無 

◆特にｲﾉｼｼ、ｶﾗｽ、ｼｶ、ｻﾙ等によ

る被害が広範囲で発生してい

ます。 

■地域ぐるみの鳥獣害対策 ■鳥獣被害の有無 

漁業後継者の有無につい

て、 

60.9％の集落で、 

「いる」と回答しています。 

 

また、後継者を増やす取り組

みについては、 

26.1％の集落で、 

「ＵＩターン者の積極的な受

け入れと、その支援」と回答

しています。 

 

複数回答 

複数回答 

（集落） 

山林を所有してい

る方の、日頃の管

理方法は、 

42.6％の方が、 

「特に何もしてい

ない」と回答して

います。 

山林所有者の日頃の管理 世帯主アンケート調査 

■山林の日頃の管理方法 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①住み続け

たい

2,442

70.9%

②住み続けた

いが、集落以

外へ転居せざ

るをえない

201

5.8%

③住み続けた

くない

161

4.7%

④わからない

390

11.3%

無回答

249

7.2%

(n=3,443 人)

①強く感じて

いると思う

881

64.8%

②多少感じて

いると思う

383

28.2%

③感じていな

いと思う

42

3.1%

④わからない

53

3.9%

(n=1,359 集落)

258

91

238

1,042

(19.0%)

(6.7%)

(17.5%)

(76.7%)

0 1,000 2,000

④特に実施していない

③行いたいと思わない

②今後行いたい

と思っている

①既に行っている

(n=1,359) (集落)

中山間地域で 

一定の収入を得ながら、 

安心して暮らしていける 

仕組みづくり 
地域活動、産業づくりでの連携の強化 等  

中山間地域の集落同士で連携する地域の拠点 

（集落活動センター）への支援 

 

見守り活動の充実、自主防災活動の充実、  

あったかふれあいセンターの機能の充実 等  

地域内外の人材（高知ふるさと応援隊等）の支援 

  今後の取り組み ５ 
 

（４）集落代表者、住民の皆様が感じていること 

集落代表者が思う、集落で困っている事（課題、

悩み）は、 

◆高齢化による地域活動の沈滞化（人員の確保な

ど） 

◆集落長のなり手（後継者）がいない、若者がいない 

◆飲料水や生活物資の確保の問題や、交通などの

生活の不便 

集落に住んでい

る方のうち、 

76.7％ 

の方が、 

「住み続けたい」

と回答していま

す。 

 

絆のネットワークの構築 

住民の思い 

人情 

誇り 

愛着 
住み続けたい 

集落調査から、人口の減少、高齢化の進行による様々な活動の後

継者不足、生活への不安、鳥獣による被害など、中山間地域の集落

の課題が浮き彫りになりました。 

一方で、地域への誇りや愛着、集落どうしで助け合いながら住み続

けたいという、住民の皆様方の思いを確認することができました。 

 これからの取り組みの３つのキーワード 

 近隣集落や他の地域等とのネットワークの必要性 

 安心して暮らすための住民同士の 絆 の大切さ 

  

高知県では全国より先行して過疎化や高齢化

が進んでおり、人口減少率と高齢化率は、とも

に全国第 3 位となっています。(表 1,図１) 

特に、中山間地域では、その傾向が顕著で、

担い手不足による産業活動や集落全体の活力

が衰退しており、積極的な対策が求められて

います。(図 2) 

  調査の背景 １ 

  調査の目的 ２ 

※中山間地域： 高知県では、山間地及びその周辺の地域等

地理的及び経済的に不利な地域として、地域振興に関する

５つの法律（過疎地域自立促進特別措置法、山村振興法、

離島振興法、半島振興法、特定農山村における農林業等の

活性化のための基盤整備の促進に関する法律）の規定範

囲を中山間地域としている。 

  調査の内容 ３ 

(S35) 

(S35) 

(H22) 

(H22) 

昭和３５年から５年ごとに国勢調査を基にし

た、「集落データ調査」を行ってきました。 

今回、過疎化や高齢化が進行する中山間地域

の集落を中心に、くらしや産業の実情、住民の

思いを知り、中山間地域で望まれている施策の

展開につなげるため、新たに集落代表者への聞

き取り調査や、個人へのアンケート調査による

「集落実態調査」を併せて実施しました。 

表 1- 高知県の人口減少率と高齢化率の全国順位 （国勢調査） 

図 1- 高知県の人口と高齢化率の推移 （国勢調査） 

図 2- 高知県と中山間地域の人口の推移（昭和 35 年との比較） 

（集落データ調査） 

集落実態調査 

②集落代表者聞き取り調査 
〈訪問による聞き取り調査〉 

■調査箇所：１,３５９集落 

■対象：地区長等の代表者 
■実施期間：平成２３年８月 

～平成２４年１月 
■調査方法： 

・調査員の訪問（面会）に

よる聞き取り（県及び市

町村職員の同行有り） 

■調査項目：64 項目 

③世帯アンケート調査 
〈個人の記述による調査〉 

■調査箇所：１０９集落 

■対象：集落在住の２０歳以上の方 

■配布数：２,６０７世帯 

（個人５,４７６人） 

■調査方法： 

・配布は、集落代表者等の協力によ

る個別配布 

・回収は、代表者等による回収又は

郵送回収 

■調査項目：世帯主 11 項目 

個  人 33 項目 

中山間地域を中心とした、おおよそ５０世帯未満の集落を対象に実施 

（主な内容：集落活動、生活（生活環境、安全・安心）、産業） 

集落データ調査 

① 集落データ調査 
〈H22 国調結果の数値分析〉 

■調査対象数：2,537 集落 

■データ内容 

・県及び市町村の人口、高

齢化率の推移 

・集落数の推移 

・世帯規模、人口増減、世

帯数増減、高齢化率から

みた集落の推移 

※昭和 35 年から 5 年毎に定

期的に調査 

市町村別、集落別の人口、世

帯数等の数値分析 

１ 

従来からの調

査 

今回新たに行った調査 

問い合わせ：高知県 産業振興推進部 中山間地域対策課 TEL 088-823-9602 

発行 平成 24 年 3 月 

今後も住み続けたい 世帯アンケート調査 集落代表者から見た集落の課題 集落代表者 
聞き取り調査 

集落への「愛着」や「誇り」 集落代表者聞き取り調査 

集落に対する「愛着」

や「誇り」について、 

93.0％ 
の集落で、 

「感じていると思う」

と回答しています。 

８ 

近隣の集落との連携 集落代表者聞き取り調査 

集落の活動、伝統行事

やイベント等につい

て、 

94.2％の集落で、 

「既に行っている」、「今

後、行いたい」と回答

しています。 

複数回答 （近隣との連携） 

◆今後、行いたい主な取り組み 
・自主防災活動  ・イベント、交流事業 

・農作業等の共同作業  

 集落活動や産業を担う 人 の育成・確保 

◆主な「誇り」や「愛着」 

・住みやすい環境 ・自然や景色 

・人情(人) ・集落のまとまり、助け合い等 


